
エンジニアの聖地をふり返る

『マサチューセッツ工科大学』

コンピュータ業界の人に聖

地はどこかと聞くと、UCB、

Stanford、CMUなど米国の

大学をあげる人が多い。優れ

たソフトウェアを生みだし、新

しい技術を育んできた環境は、

聖地という呼び名にふさわし

い。その中で忘れてはならな

いのが、MITことマサチューセ

ッツ工科大学。これはその歴

史を綴った本である。MITの

学生の中にナード、ハッカー

と呼ばれる人々の原型が見ら

れる。ハッカーの解説に必ず

といってたいいほど現れる

TMRC（鉄道模型クラブ）の

話はおもしろい。リレー回路

で行っていた鉄道模型の列車

の運行制御を60年代にコンピ

ュータで制御するように試みる

ところで、TMRCとコンピュ

ータとの接点が生まれる。ハ

ックという言葉自体、鉄道模

型クラブで「仕かけを作って

仲間を面白がらせる」意味で

使われていたそうだ。のちに、

コンピュータにのめり込んでい

ったクラブ員たちがプログラミ

ングでの「驚異と畏怖を広め

るためのちょっとした仕事」

をもハックと言うようになり、

「人生や仕事を茶化すおふざけ

屋」を意

味するハッ

カーを自称して

いたそうだ。そのほ

かマーヴィン・ミンスキー、ニ

コラス・ネグロポンテ、リチャ

ード・ファインマンといった著

名人やメディア研究所なども

押さえられており、マルチメデ

ィアを生み出した土壌を知る

うえでも参考になる。

『ワイヤレス・パーソナル・
コミュニケーションズ』

IEEE（米国電気電子技術

者協会）から出された無線通

信のレポートである。おもに米

国 で の セ ル ラ ー P C S

（Personal Communications

Services）、ページャー（日本

でのポケットベル）、無線LAN

などの無線を使ったテレコミュ

ニケーションの現状を知ること

ができる。また、世界市場と

して、日本や香港などの極東

やヨーロッパの状況も取り上

げられ、一冊で世界的な動向

を把握することができ

る。この本を読

むと、携帯

電 話 や

ポケットベルの急増、簡易携

帯電話としてセルラーよりも小

電力で基地局のサポートエリ

アが狭いが通話料が安くこれ

からが期待されるPHS（米国

での同様のシステムはPCS）

の出現と、多くの点において、

日本は米国と似た状況に置か

れていることがわかる。その中

で語られる報告は、日本の場

合にも多くが当てはまると思

われ、一般的なビジネス書よ

り内容が濃い。そのほかにも、

セルラーやページャーの方式に

ついて、イリジウムやインマル

サット-Pなどの移動体衛星通

信サービス、PDA（Personal

Digital Assistants）を中心に

した移動体コンピューティン

グ、はては「セルラー電話の

電磁波は体に悪いか」と盛り

だくさんで、解説書数冊分の

情報量がある。この本は入門

書ではない。用語解説はほと

んどないが、用語辞典を引き

ながらでも読む価値はある。

モバイルのインフラ動向

テクノロジーと世界
菊地宏明 ●Hiroaki Kikutchi

『世界商品の作り方』

日本発の商品が世界で評価

され、生活に影響を与えた事

例は近年多い。ニンテンドー

キッズを生み出した家庭用ゲ

ーム機やウォークマン、人気

TVのパワーレンジャーなど。

これらを世界商品と呼んで、

開発者やプロデュースした

人々にコンセプトや開発・ヒ

ットの経緯を取材して書き記

している。今までは、市場と

なる国や文化圏の嗜好に合わ

せていくつかの仕様を持つ商

品が日本から生まれていた。

世界商品は、部分的な言語の

ローカライズはあるものの、世

界共通仕様で世界をターゲッ

トにしており、これまでの海外

向け商品と一線を画してい

る。個人でホームペー

ジを公開するにし

ても、世界中

のインターネットピープルに向

けて情報を発信するならば、

世界商品の開発にも似た心が

まえが必要になる。先達の話

は有益だろう。たとえば、デ

ザイナーの黒木靖夫氏は本書

で次のように語っている。個

性の発露の結果生み出される

モノを、日本では企業が組織

として生み出そうとするあま

り、組織のしがらみに縛られ

て個性を出すことができない。

そしてインターネットを操る若

い世代がその状況を超えるも

のと信じ、インターネットを会

社という枠組みを持たずに個

人が世界に対峙できる場であ

ると。我々のパソコンの先に

つながっている世界の広さを改

めて認識させられる。

世界に受け入れられた商品

アクロス編集室編
パルコ出版発行

251頁　1600円
ISBN：4-89194-451-X
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『誰でもつなげるインターネット
ISDN接続編』

「誰でもつなげるインターネ

ット」シリーズの最新刊。今

回はISDNでダイアルアップIP

接続する。対応パソコンはウ

ィンドウズとマッキントッシュ

で、それぞれの接続用ソフト

が付属のCD-ROMに入ってい

る。さらに、NTT PCコミュ

ニケーションズのインターネッ

ト接続サービス「InfoSphere」

を1か月無料で使えるゲスト

ID（1回20分まで電子メール

アカウントなし）が申し込め

る。内容は、ISDNの導入ガ

イド、接続方法、アプリケー

ションの紹介からなる。導入

に関しては、ISDNの高速性、

安定性、経済性をわかりやす

く説明しているが、一番知り

たい接続方法では、モデムで

の接続とほとんど変わらない非

同期38.4Kbpsの手順にペー

ジを割き、わかりにくい同期

64Kbpsの説明は3ページしか

ない。さらに、ウィンドウズで

は「SURFING BOARD 64」、

マッキントッシュでは

「TimeLiner Internet64」とい

うISDN拡張ボードを例に説

明しているが、ソフトの部分

は製品マニュアルを参照する

ように書かれている。アプリケ

ーションの紹介も簡単なもの

で、紹介されたものはCD-

ROMに収録されておらず、

FTPサーバーから持ってくる

必要がある。つまり、この本

はインターネットをこれから始

める人向けの最初の一冊では

ない。ただ、InfoSphere

の1か月無料IDを目的

に購入するなら

2800円は安い

と思う。

赤木順彦著
NTT出版発行

142頁　2800円
ISBN：4-87188-407-4

身近になったデジタル回線

『INTERNET INSIDER』

「東スポ」の愛称で親しま

れているスポーツ紙「東京ス

ポーツ」をご存じだろう。地

方では「大スポ」（大阪スポ

ーツ）「中スポ」（中京スポー

ツ）と名前が変わるようだ。

この東スポに、世界の不思議

な事件記事を掲載するページ

がある。海外の新聞の提携記

事なのだが「宇宙人捕まる」

とか「○○少女発見される」

といった内容で、かつての人

気TV「木曜スペシャル」のノ

リで毎週読者を楽しませてく

れている。インターネットのニ

ューズグループをあてもなくう

ろついていると、同じノリの不

思議な投稿に巡り会うことが

ある。まじめな記事なの

か、笑いのネタなの

か、混乱してい

るうちに、

見ごとにはまってしまう。真

偽のほどはさておいて、それら

の「何じゃこれは？」とつぶ

やいてしまう内容をピックアッ

プし、一冊の本にしてしまっ

たのが本書である。「エルビス

は生きている」「宇宙人はそば

にいる」的な話から、ポエム、

俳句までを集めて、ゴシップ

好きなら楽しめる本になってい

る。この本を見れば、インタ

ーネットの内側に、変な投稿

をする人たちがいっぱいいるこ

とがわかってもらえるはずだ。

インターネットを知的な社交

場と思っている人は多いだろ

うが、インターネットにはいま

まで紹介されていない側面が

あることがわかるだろう。

インターネットに集まる東スポネタ?

Ruffin Prevost著
松尾よしこ訳
ソフトバンク発行
275頁　1900円

ISBN：4-89052-762-1

『ATMインターネット
ワーキング』

次期ネットワークシステム

を考えると必ず出てくるATM

（Asynchronous Transfer 

Mode:非同期転送モード）ネ

ットワーク。1995年3月の

Networld+Interop'95（ラス

ベガス）のエンジニアリング・

カンファレンスでの発表をまと

めたのが本書である。著者は

ATMフォーラムの設立メンバ

ーである米Cisco Systems社

のATMプロダクトラインマネ

ージャーであり、監訳者も日

本シスコシステムズに所属して

いる。つまり、ATMのプロが

書いたネットワーク技術者の

ためのATM解説書なのだ。基

本動作の説明から始まり、ル

ーティングプロトコル、既存

のLANプロトコルのネットワ

ークレイヤーのパケットをATM

で転送させるLANエミュレー

ション、ATMのネイティブモ

ードプロトコル、ATMのマル

チプロトコル、WANのインタ

ーネットワーキングと次々に解

説されていく。なかでも、

LANエミュレーション、LAN

エミュレーションなしにIPを転

送させるIP over ATM、 IP

over ATMで冗長なルータホッ

プにバイパスを通し、近道と

なるルートを見つけだすNHRP

は、古いATM解説書には掲

載されていない新しいトピック

である。ほとんどのページをレ

イヤーやプロトコルの説明に費

やしているので、初心者には

かなり難しいが、ネットワーク

技術者ならば、ATMが初めて

でも、付録「ATM技術の概

要」から読んでいけばよい。

Anthony Alles著
設楽常巳監訳

日経BP出版センター発行
190頁　1800円

ISBN：4-8227-1010-6

プロが解説する
高速通信技術
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